
2018年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL06618B31）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

スリランカ G126 サッカー 個別 交替
3代目 2年 ・2019/2 ・2019/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

スポーツ省

2）配属機関名（日本語）

スリランカ サッカー連盟

3）任地（ ラトナプラ県ラトナプラ ） JICA事務所の所在地（ コロンボ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 3.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先はスリランカ国内のサッカー普及、国内のクラブチーム大会への開催運営を中心に、スリランカ代表サッカーチー
ムの育成、国際大会への参加に係る業務等、サッカーに関する全ての業務を担当している組織である。任地のラトナプ
ラにはラトナプラサッカーリーグがあり、10のクラブチームがこれに参加している。リーグはサッカー評議会で運営さ
れていて約10名の役員が組織運営に係っている。大会が行えるグランドは市内に3か所ある。

【要請概要】
1）要請理由・背景

サッカーは任国においてクリケットなどと並んで人気があるスポーツである。全国で盛んなスポーツであり、公共のグ
ラウンドや学校のグラウンドを活用して練習・試合を行っている。地方によりサッカー熱に違いはあるがラトナプラ市
は競技人口も多くほぼ毎日、多くのクラブチームが活動を行っている。平成2年度2次隊にサッカー指導で協力隊員が派
遣された経緯がある。その当時指導を受けた生徒がスリランカナショナルチームの選手を経験し、現在はクラブチーム
のヘットコーチ、あるいはサッカー評議会の役員として活躍していて、彼らの強い要望もあり、2015年10月よりボラン
ティア派遣が再開された。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

・ラトナプラサッカーリーグ評議会の運営指導に基づいて、リーグに加盟するクラブチームに対して技術指導を行う。
但し、中立性を保持する立場であり、特定のクラブチームへの指導に偏りがないように配慮する必要がある。

・配属先であるスリランカサッカー連盟の運営指導に基づき、国内で行われる各種サッカー大会の運営協力を行う。

・その他、スリランカサッカー連盟の要望に基づき、他の地域へも巡回指導を行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

公共グラウンド(必ずしもサッカー専用ではない)、ゴール、ボール

4）配属先同僚及び活動対象者

・ラトナプラサッカーリーグ秘書(コーディネーター)(国代表選手経験有り)
・ラトナプラサッカーリーグに加盟する10のクラブチームのコーチ(国代表選手経験の有る人もいる)
・ラトナプラサッカーリーグに加盟する10のクラブチームU15の選手(300名前後)
・社会人クラブチーム

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

シンハラ語

6）生活使用言語

シンハラ語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（男性）　備考：配属先の希望による

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（指導経験）3年以上　備考：指導に必要

[参考情報]：

　・JFAのC級ライセンス

任地での乗物利用の必要性

自転車

【地域概況】
[気候]：（熱帯雨林気候）　気温：（24～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
住居はホームステイの可能性が高い。(あるいは大家敷地内にある住居)
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